
食品ロスを削減しよう！ 
～福岡市の取り組みと実態調査～ 

福岡市環境局 
  保健環境研究所 廃棄物資源化担当 

前田 茂行 

平成30年2月5日 「H29年度 廃棄物減量化推進セミナー」 福岡県中小企業振興センター501会議室 



本日の内容 

① 福岡市の「食品ロス削減」取り組み紹介 
 

② 福岡市の「食品ロス調査」(家庭系･事業系) 
 

③ 食品ロス調査結果の活用 



１．食品ロスとは？ 
まだ食べられるのに捨てられている食品のことです。 

家庭では・・・ 

旅館・ホテル、飲食店 

食品工場 

【イラスト引用】山口県HP 

事業活動では… 



スーパーから 
清掃工場に 
持ち込まれた 
食品廃棄物 

食品ロスの一例 

事業所（小売業）から 

家庭から 



なぜ取り組んでいくのか？ 世界の動き 
国連・Ｇ２０で，食品廃棄削減の目標や計画が設定され
ＥＵ加盟国を中心に取り組みが進められています。 

【出典】農林水産省食品産業環境対策室資料（H29.4) 

▲2011年 ドイツ・デュッセルドルフで開催された 
国際会議 SAVE FOOD! のために実施された 
調査研究報告 

SDGｓ 



 



２．日本の食品ロスはどれくらい？ 
平成29年度 

（農林水産省HP） 

約 8,300 万トン 約 2,800 万トン 

約 6２１ 万トン 



★食品ロス削減国民運動が展開中 



福岡エコ３項目 

食べ残しをなくすために宴会や外食の時に福岡エコ３項目を実践しよう！ 

３．福岡市の取り組み 
福岡市の事業系ごみの約25％を食べ残しや売れ残りを含んだ食品
廃棄物が占めています。まずは事業系食品ロス対策・・・ 

もったいない！食べ残しをなくそう 
福岡エコ運動 

福岡市環境啓発 
キャラクター 
「エコッパ」 



★啓発キャラクター 宴会部長「完食一徹」 



「もったいない！食べ残しをなくそう福岡エコ運動」
の趣旨に賛同し，食べ残しの削減などに取り組まれる
事業所を「福岡エコ運動協力店」として登録するもの
です。 
 
★適量メニューの導入 
 例）ご飯の小盛対応可能，ハーフサイズメニューを導入 等 

 
★食べ残し削減の呼びかけ 
  例）注文時に食べきりの呼びかけを行う，宴会等での食べきりの呼びかけ  を行う 等 
 
★店舗でのポスター等の掲示による啓発活動 
 例）ポスターを店内に掲示して啓発を行う 等 

 
★持ち帰りへの対応 
 例）持ち帰りを希望されるお客へドギーバックの提供を行う 等 

 
★上記以外の独自の取り組み 
 例）メニューや箸入れ等に食べ残しの呼びかけを印刷する。残さず食べることを宣言し実行した 
   お客へポイントやドリンク券を贈呈 等 

★福岡エコ運動協力店の募集 

福岡エコ運動登録店舗数 
  283店舗（平成30年1月末） 
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○民放５局にて平成28年12月1日～12月16日までに合計91回放送！ 

ＹｏｕＴｕｂｅにてテレビＣＭ動画公開（平成29年度末終了：使用許諾期限） 
https://www.youtube.com/watch?v=rQ75MbCjxZw&feature=youtu.be 
 

★忘年会シーズンにテレビＣＭで啓発！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また，通常の外食と比較して
宴会での食べ残し率は約14％と多いことから，

忘年会シーズンの啓発として，
　12月1日から12月16日までテレビＣＭの放映，
　また，12月2日の街頭キャンペーンなどを実施しています。




本日の内容 

① 福岡市の「食品ロス削減」取り組み紹介 
 

② 福岡市の「食品ロス調査」(家庭系･事業系) 
 

③ 食品ロス調査結果の活用 ★なぜ調査するのか？ 
 
①まず実態を把握する 
②対策・事業を考える 
③効果・成果・評価 
  のための数値比較 



家庭系 燃えるごみ調査 から 

まずは，家庭ごみを
収集してきたパッ
カー車から調査する
ごみをサンプリング
します！ 



福岡市の家庭ごみ(燃えるごみ)排出状況調査 

燃えるごみ調査業務のひとつとして, 食品ロス中の 

 「手つかず食品」の排出状況を調査しています。 



★燃えるごみ調査方法  
家庭系可燃ごみ約200ｋｇを破袋し， 
１．「紙類」     ２．「プラスチック類」 
３．「木片・わら類」 ４．「繊維類」   
５．「金属類」    ６．「ガラス類」 
７．「その他不燃物」 ８．「厨芥・雑芥類」 

に分類し，排出状況を調査 

▲ 家庭系可燃ごみ調査の様子 

※ごみ減量の啓発や清掃工場の運転管理のために行っています。 



★家庭系可燃ごみの組成（平成27･28年度平均） 

重量割合（湿重％） 

紙類 

36.4% 

厨芥・雑芥

類 

30.5% 

プラスチッ

ク類 

19.7% 

繊維類 

6.8% 

木片・わら類 

5.0% 

その他 

1.6% 

調査中 

調査後 



◎紙類･･･まだリサイクルできるものも多く捨てられています！ 

新聞紙 雑誌・チラシ 

商品の箱など(雑がみ) その他の紙 

2.5% 8.8% 

5.4% 16.7% 



◎プラスチック類･･･PETボトル は市の収集もあります！ 

ペットボトル 発泡トレイ 

レジ袋 

商品を包装している 
プラスチック 

0.6% 0.5% 

11.3% 2.2% 



木片・わら類 繊維類 

金属類 ガラス類 その他不燃物 

生ごみ（厨芥・雑芥類） 不燃物 

5.0% 6.8% 

30.5% 1.6% 



★燃えるごみ調査方法  
家庭系可燃ごみ約200ｋｇを破袋し， 
１．「紙類」     ２．「プラスチック類」 
３．「木片・わら類」 ４．「繊維類」   
５．「金属類」    ６．「ガラス類」 
７．「その他不燃物」 ８．「厨芥・雑芥類」 

に分類し，排出状況を調査 

▲ 家庭系可燃ごみ調査の様子 

※ごみ減量の啓発や清掃工場の運転管理のために行っています。 



★燃えるごみ調査方法  
家庭系可燃ごみ約200ｋｇを破袋し， 
１．「紙類」     ２．「プラスチック類」 
３．「木片・わら類」 ４．「繊維類」   
５．「金属類」    ６．「ガラス類」 
７．「その他不燃物」 ８．「厨芥・雑芥類」 

に分類し，排出状況を調査 

★手つかず食品調査方法  

厨芥・雑芥類のうち 
 「手つかず食品」 について 
 1. 「賞味期限切れ」 
 2. 「消費期限切れ」  
   3. 「期限切れでない」 
 4. 「果物・野菜類」 
 5. 「（期限）不明」  
に分類し、分類毎に重量を計測 
併せて品名・個数・期限を確認 

手つかず食品 
を抽出 



★調査で確認された手つかず食品（例） 

賞味期限切れ 消費期限切れ 

果物・野菜類 （期限）不明 

期限切れでない 

※手つかず食品とは，期限切れなどが理由で未開封や未使用のまま廃棄された食品 



厨芥（生ごみ）中に含まれる水分の割合として
正しいものはどれでしょう？ 
 
 
 ①30～40％ 
 
 ②50～60％ 
 
 ③70～80％ 

【ごみクイズ①】生ごみの水分 



家庭系可燃ごみに占める厨芥類（生ごみ）の割
合は約30％でした。では，厨芥類のうち「手つ
かず食品の割合」は何％だったでしょう？ 
  
 ①約10％ 
 
 ②約25％ 
 
 ③約50％ 

【ごみクイズ② 手つかず食品の排出割合】 

紙類 

36.4% 

厨芥・雑

芥類 

30.5% 

プラス

チック類 

19.7% 

繊維類 

6.8% 

木片・わら

類 

5.0% 

その他 

1.6% 

この内の何%が「手つかず食品」でしょうか？ 
 



賞味期

限切れ 

23.4% 

消費期

限切れ 

11.7% 
果物・ 

野菜類 

37.1% 

期限切

れでな

い 

7.5% 

不明 

20.3% 

重量別％ 

賞味期限切れ食品の排出は約20% 
でした。 

手つかず食品 

賞味期

限切れ 

23.0% 

消費期

限切れ 

8.8% 果物・

野菜類 

26.2% 

期限切

れでな

い 

11.6% 

不明 

30.4% 

個数別％ 

★手つかず食品 期限別 排出割合 



【出典】農林水産省食品産業環境対策室資料（H24.10) 

「賞味期限」と「消費期限」を正しく理解！ 

「賞味期限」が過ぎてもすぐに食べられなくなるわけではないことを理解し
て，見た目やにおいなど五感で個別に食べられるかどうか判断することが重
要です。 



★ちょっと豆知識★ 

  豆腐の期限表示について 
 

賞味期限 
16.02.13 

賞味期限 
15.1.29 

消費期限 
07.12.11 

賞味期限 



★ちょっと豆知識★ 
Ｑ．なぜ，同じ豆腐でも「賞味期限」と「消費期限」があるのか？商
品によって消費（又は賞味）期限〇日と統一できないのか？」 

Ａ．食品の情報を把握している製造
業者等が科学的、合理的根拠を
もって適正に設定することになって
います。 
 原材料、商品の殺菌、包装の仕
方等で食品の保存できる期間は大
幅に変わるからです。 
 厚生労働省と農林水産省は「食品
期限表示の設定のためのガイドライ
ン」を作成しています。 



賞味期限を誤認した早期の排出よりも，保存食品の買いす
ぎや調味料で必要以上の量のものを購入した長期間経過後
の排出の方が圧倒的に多いようでした！ 

1～7日後 

16.2% 

8～14日

後 

11.3% 
15日～

1ヶ月未

満 

17.4% 

1～3ヶ月

未満 

17.9% 

3～6ヶ月

未満 

10.2% 

6ヶ月 

以上 

27.1% 

個数別％ 

★賞味期限切れからごみ出しまでの経過日数 



本調査での賞味期限切れ食品を分類したところ，
円グラフのような個数割合となりました。 
1番割合が大きい分類Ａは何でしょう？ 

▲賞味期限切れ食品の食品分類別排出個数割合（％） 

①調味料 
 
②菓子 
 
③惣菜類 

【ごみクイズ③ 賞味期限切れ食品の食品別分類】 

A 

17.4% 

水物 

16.9% 

加工水産 

7.0% 

漬物 

・佃煮 

7.3% 

加工肉類 

5.6% 

その他 

45.8% 
※豆腐・こんにゃく等 



本調査で「ごみ袋容量別」に手つかず食品排出率
を調査しました。結果は次のうちどれ？ 
 ※ごみ袋1袋中に1個でも手つかず食品が入っていれば1カウント 

①大（45L）が最も高い 
②中（30L）が最も高い 
③小（15L）が最も高い 
④どれもかわらない 
 

【ごみクイズ④ 手つかず食品排出率】 

大 中 小 



★廃掃法第5条の２規定 
廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策の総合的かつ計画的
な推進を図るための基本的な方針 （平成28年1月21日環境省告示第7号）

 ２ 廃棄物の減量化の目標量 
 廃棄物の減量化の目標量については、第三次循環型社会形成推進基本計画に掲
げられた目標等を踏まえ、当面、平成32年度を目標年度として進めていくもの
とする。なお、この目標量については、その達成状況や社会経済情勢の変化等
を踏まえて、適宜見直しを実施するものとする。 
 

 (1)一般廃棄物の減量化の目標量 
  一般廃棄物については、現状（ 平成24年度） に対し、平成32年度におい
て、排出量を約12％ 削減し、排出量に対する再生利用量の割合を約21％ から
約27％ に増加させるとともに、最終処分量を約14％ 削減する。また、平成32
年度において、一人一日当たりの家庭系ごみ排出量を500グラムとする。 
 

 (2)産業廃棄物の減量化の目標量 
 

 (3)その他の目標量 
  (1)(2)の目標量の達成に資するため、以下の取組目標を設ける。 

 イ 家庭から排出される食品廃棄物に占める食品ロスの割合の調査を実施した
ことがある市町村数について、現状（ 平成25年度43市町村） に対し、平成30
年度において、200市町村に増大させる。 



事業系 燃えるごみ調査 から 



事業系ごみの調査は業種別に行っています 



「調理くず」 
が多い 



スーパー 

個数割合 



百貨店 

個数割合 



商店街 

個数割合 



コンビニ 

個数割合 



本日の内容 

① 福岡市の「食品ロス削減」取り組み紹介 
 

② 福岡市の「食品ロス調査」(家庭系･事業系) 
 

③ 食品ロス調査結果の活用 ★調査結果をどう事業に結び
つけるか？【課題】 
 
①家庭系？事業系？ 
②啓発方法どうする？ 
③啓発以外に何かある？ 



★食品ロス削減チラシや市広報物にて啓発 



★食品ロス削減講習（積極的に啓発活動） 

・各区環境活動連絡会議（各区地域整備部生活環境課） 

・各区食生活改善推進員協議会（各区保健福祉センター健康課） 

・特定給食施設研修会（保健福祉局健康医療部健康増進課） 

・公民館講座 ・出前講座 

環境局資源循環推進
課の啓発事業に参画
しています。 保健環境研究所は，ごみの調査を実施してきた経緯から 

食品ロスの実態を市民のみなさまにお伝えすることが可能 



本庁講堂 公民館 

区役所 保健福祉センター 



★食品ロス削減講習（募集）HP，公民館・関係部所窓口 



①講義（食品ロスに関する話） 
  ・食品ロスの実態 ・食品ロス削減国民運動 
  ・家庭系ごみ中の食品ロス排出状況（保健環境研究所の調査結果） 
  ・食品ロスクイズ 
 

②グループワーク 
  ・私は食品ロスを出していないか？ 
  ・今後，食品ロスを出さないための工夫（食品の保存方法など） 
 

③エコクッキング教室 
  ・食材を余すことなく使うレシピ 
  ・冷蔵庫に余らせがちな食材を使うレシピ 

★食品ロス削減講習（内容） 



※ビジュアルを重視 文字を少なく写真を多く 

①食品ロス講義（気を付けていること） 



正解者には 
豪華粗品を進呈 

①食品ロス講義（気を付けていること） 

※ただ数字を紹介するのではなくクイズ形式で 
ちょっと考えてもらう･･･ 



【ごみクイズ（上級）】 
福岡市の外食時の食べ残し削減啓発キャラク
ター「宴会部長」の本名は何でしょう？ 

①食残 零象 
 
②能古 三蔵 
 
③完食 一徹 
 
④善武 空倍 
 
⑤平 玄海 

裏話的な問題が喜ばれます･･･ 



①食品ロス講義（気を付けていること） 

※動画も活用！（時間調整に有効です。） 



②グループワーク（様子） 
【テーマ】私たちに何ができるか？ 
    ①身近で感じた食品ロス 
    ②食品ロスの改善案 
 
【グループワークでの意見】 
１．身近で「もったいない」と感じること 
 
    冷蔵庫の奥に入れたものを忘れてしまう 
    野菜を冷蔵庫に保管するが見たときには食べられなくなっている 
  豆腐とネギが痛むのが早い 
    調味料，香料の無駄が多いと思う 
    缶詰や買い置きのものが期限切れで食べられなくなる 
    外食時に一人分の量が多くて食べ切れないことがある 
    野菜の皮や根をごみとして捨てるのはもったいないと思う 
    調理時に多めに作ってしまう 
 
２．身近な食品ロスをなくすための改善案 
 
    ネギは刻んで冷凍しておくと，日持ちするし便利 （おからも冷凍できる） 
    生ごみは段ボールコンポストで堆肥にする 
    買い物に行くときは，冷蔵庫の中をチェックして行く 
    買い物時には，すぐ必要なものだけを買う （メモをとる） 
    外食メニューに，シニア向けの量のランチがあればいい 
    食品の長持ちする保存方法，余った食材での調理方法を調べる 
    賞味期限，消費期限について，みんながきちんと理解する 
    家族構成を考えて，食材を適量購入する 
    カタログ注文時に二重発注しないように注意する 
    冷凍庫を上手に活用して保存する 
    お菓子を食べるときは賞味期限を確認し，古いほうから食べる 
    メーカー側から保存の方法をわかりやすく紹介してほしい 
    食べないかも？と思ったら買わない 
    生ものは，すぐ使う分だけ買う 衝動買いをしない 
    材料がなくなってから買い物をする 
    余った食材の料理方法を調べるには，クックパッドが便利 
 



③エコクッキング（様子） 



講座の様子 
出た意見・感想 
はＨＰへ即日掲載 

新着情報をチェック！ 



区役所の講座 

エコクッキング講座 

★食品ロス削減講座 
（グループワーク） 



区分＼調査月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 平均 割合 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 平均 割合 平均 割合

 賞味期限切れ 1.17 1.16 1.82 2.34 1.62 21.1% 1.68 2.45 2.46 1.75 2.09 25.6% 1.85 23.4%

 消費期限切れ 0.76 1.00 1.25 1.34 1.09 14.2% 0.42 0.73 1.44 0.45 0.76 9.3% 0.92 11.6%

 果物・野菜類 1.48 2.63 4.36 3.78 3.06 39.8% 3.44 3.08 2.61 2.13 2.82 34.6% 2.94 37.1%

 期限切れでない 0.66 0.57 0.49 0.69 0.60 7.8% 0.55 0.50 0.92 0.37 0.59 7.2% 0.59 7.5%

 不明 1.49 0.77 1.62 1.35 1.31 17.1% 1.00 1.59 2.75 2.27 1.90 23.3% 1.61 20.4%

合計重量 5.56 6.13 9.54 9.50 7.68 100.0% 7.09 8.35 10.18 6.97 8.16 100.0% 7.91 100.0%
(全ごみ中)

手つかず食品重量割合
2.8% 3.1% 4.8% 4.8% 3.8% 3.5% 4.2% 5.1% 3.5% 4.1% 4.0%

表１　手つかず食品の排出重量及び割合

単位：kg
家庭系可燃ごみ200kgあたり

平成27年度 平成28年度

施策・事業の成果指標として活用 

★ 全体のごみ量 × 各比率 ＝ 実際の発生量（推計値） 

(例）ごみ量年間 10万ｔ × 手つかず食品比率 0.04 
 ＝ 手つかず食品の年間発生量 ４千ｔ と推計   

◎ 調査回数を増やせばより正しい推計が可能である。 
  また，季節的な特徴が認められれば，啓発の効果的なタイミング等に 
  反映できると思われる。新たな事業立案のヒントにもつながる。 



おわりに 
～ 本調査をとおして福岡市保健環境研究所から ～ 

 食品ごみは，家庭からどうしても排出される紙やプラスチックといったご

みに比べ，個人個人の意識や工夫でかなり減らすことが可能です。 

 食品ロス削減は，単なる行政からの「ごみ減量」のお願いではなく，誰に

とっても身近な「食べる」をとおして，「もったいない」の精神を住民
の皆さまに定着させていくことが重要と思っています。 

 住民の皆さまと一緒に持続可能な社会をつくっていきましょう！ 

 

ご静聴ありがとうございました！ 
福岡市環境啓発 
キャラクター 
「エコッパ」 
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